
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 24 年 4 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

 

 質的調査方法にもとづいて、①移動、②移入、③移転の学習過程を明らかにした。移動につ

いては、船員と看護職に対してインタビューを行い、アイデンティティーの獲得と組織的な学

習過程を明らかにした。移入については、小学校における伝統芸能の総合学習から、コミュニ

ティー形成としての学習過程を記述した。移転については、農業従事者へのインタビューから

世代継承過程を明らかにした。 

 
 

研究成果の概要（英文）： 

 

 Based on qualitative methods, this research explicates three aspects of learning 

processes: transition, transfusion, and transmigration.  In transition, learners move from 

some site to others.  In transfusion learning, some professional with some special 

knowledge and skills move into school situation.  In transmigration, new generation 

inherits some skills and knowledge from preceding generation.  In this study,  

interviewing with sailors, nurses, professional on Japanese traditional music and 

instruments, and farmers, we shed light on these three aspects of learning processes.  
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1. 研究開始当初の背景 

 

 学習の問題を考えるとき、環境の移行のプ
ロセスは、これまで十分に光のあたらなかっ
たプロセスである。環境移行を明らかにする
ことで、これまでの学習を他者視点から眺め
る、世代間の継承過程に広げる等の、学習論
の拡張が期待できる。 

 現在「学習科学：Learning Science」と呼
ばれる新しい研究領域が、心理学、社会学、
コンピュータサイエンス等の学際領域とし
て生まれつつある（Sawyer, 2005）。学習科
学はコミュニティーでの共同的学習など、従
来見逃されてきた学習の場面・状況に着目し、
学習概念（学習とは何か）を再構築しつつあ
る。学習科学では従来の学習理論が学習者の
能動的な活動や意味付けを無視しがちだと
して教授偏重主義（instructionism）と呼ん
で批判する。教授偏重主義以外の学習理論を
打ち立てて学校教育を再生するには、特別の
教授過程なしで進行する日常生活の協同的
学びに注目して、それを学校のフォーマルな
学習と比較することが重要視される。本研究
は、この学習科学の提案を実証的に具体化す
るものである。特に、日常学習環境と学校等
のフォーマルな学習環境とのあいだの、環境
移行がもたらす学習の変化に着目して、さら
にそれを人々の語りを通した意味付けから
分析する、という具体化を目指す。 

 

２．研究の目的 

 

 学習科学の観点にたつ本研究は、卒業後に
就職し現場での実践に関わるといった環境
移行を伴う学習過程に着目し、テクスト言説
分析と呼ぶ質的方法で調査分析することで、
従来の学習論では捉えられてこなかった言
説実践を介した学習の意味付けの深化を明
らかにすることを目的とする。本研究では、
⑴移動(transition 学校から職業現場などの
実践場の移行)、⑵移入(transfusion 外部専門
家が学習環境に参入するなどの学習環境の
転換による移行)、⑶移転(transmigration 専
門家・実践家コミュニティーの次世代育成や
技術継承にみられるコミュニティーの世代
間移行)の３種類の学習環境移行事態に着目
し、❶移行に関するインタビューおよび観察
データを収集し、❷移行に伴う活動の意味付

けの変化と知識内容変容を学習者自身の言
説（語りによる意味付け作用）から明らかに
し、❸移行と言説実践を組み入れることで学
習科学の理論的拡張を目指す。 

 学習科学では、従来の実験室による短期的
な学習研究を反省し、研究のスケールアップ
が求められている。本研究は、３種のスケー
ルアップを特色とする。まず①３種類の移動
場面に着目することで、環境移行の前後を検
討する、時間的スケールアップが可能となる。
次に②学習される知識内容に加えて、学習を
意味付ける言説実践を追加することで言語
資料のスケールアップをはかり、学習過程を
立体的に描くことができる。最後に③方法的
なスケールアップ、つまり語りデータと観
察・相互行為データの突き合わせを可能とす
る。このようなスケールアップした資料は、
従来整備されておらず、貴重である。 

 本研究は、学習を言説の編成替えからの視
点から理解するもので、従来の学習理論では
十分ではなかった観点を提供して学習理論
を拡張するものとなる。 

 

３．研究の方法 

 
 本研究は、看護学生が卒業後に病院で働く
といった、学習環境移行を伴う学習過程を質
的方法を用いて調査する。調査を通して、学
習環境の改訂・デザインに役立つ、“より深
い”学習過程に関する知見を提供するととも
に、質的方法論を洗練することを目的とする。 
 ①移動(transition学校から現場へ)、②移
入(transfusion専門家が学校でワークショ
ップを行なう)、③移転(transmigration農家
で家督を継ぐ)の３種類の学習環境移行につ
いて、❶環境移行後のインタビューデータな
らびに❷移行前後の活動の観察データを収
集して、⑴テクスト言説分析並びに⑵相互行
為分析を施す。 
 
⑴理論および方法論の検討 
 学習科学ならびに社会文化的心理学のレ
ビューを行ない、環境移行を伴う学習に関す
る研究の現状を把握する。またテクスト言説
分析の評価を行った。 
⑵インタビューデータ資料収集 
① 移動：新人看護師・新人教師を対象に、
環境移行に関する半構造化面接を行ない



インタビューデータを収集した。 
② 移入：大阪市内の小学校１校における、
伝統文化に関する授業に関わる、外聞専門
家、受け入れ側の小学校教諭ならびに地域
住民３０人を対象にインタビューデータ
を収集した。 

③ 移転：山形県三川町の農業従事者１５人
を対象に、家督継承に関する半構造化面接
を行ないインタビューデータを収集した。 
 

 文字化並びにビデオクリップの作成のの
ちに２種の分析を施し、環境移行の際に経験
されるギャプやジレンマの意味を質的に明
らかにし、スムーズな環境移行を促すような
学習環境の提案に結びつける。必要に応じて、
分担者及び協力者が集合して、途中経過を相
互報告し批評しあう予定である。また外国人
研究者を招聘して、公開のワークショップを
行ない、分析手法と結果の解釈を洗練する。
成果を得次第、内外の専門誌に報告する。 
 
 
４．研究成果 
 
 １移動に関しては、教員、船員、看護職に
対して、インタビューならびに参与監査を行
った。 
 ２移入に関しては、伝統芸能の実演家が小
学校の総合的学習の時間で、行なったワーク
ショップについて参加観察ならびにインタ
ビューを行なった。 
 ３移転に関しては、農業従事者に対して、
子世代と親世代にインタビューを行ない、世
代継承の意味をたずねた。 
 これらの資料をもとに、ネットワークの形
成と再編過程として、学習過程を分析する理
論的な視座を開拓した。 
 以上の研究成果のうち、２については、移
入の学習過程で、野火的活動と呼ぶべき興味
深い現象が生起することが確認できた。伝統
芸能を学校で実践するためには、学校と学校
を取り巻く様々なセクターが相互につなが
りあい、新しい実践的活動を組織することが
必要となる。このとき、とくに活動全体の配
置や全体の動きを監視するようなセンター
がないままに、活動が進行することが秋ラマ
になった。これは野火的な活動とも呼ぶべき
ものである。 
 この活動には、学校、市の教育委員会、学
校近くの国立文楽劇場、学校での文楽学習を
支援する文楽技芸員、文楽関連の NPO 法人、
文楽学習に参加する６年生の保護者、学校周
辺の地域住民、学校周辺の地域問題に関わる
NPO法人などが、ステークホルダーとなる。 

 これらのステークホルダーは、子ども文楽
実践にかかわる動機として、それぞれの動機
をもっており、その動機は多様である。学校

は、教育方法が十分確立されているとは言い
がたい総合的学習を確立することを動機と
している。文楽技芸員をはじめとする文楽関
係者は、現在のところ大衆的な任期を博して
いるとはいえない文楽の再活性化を狙って
いる。また、地域おこしの NPO 法人は、文
楽を地域の浄化と活性化の起爆剤に使用と
いうもくろみがある。学校周辺の住民には、
地域のシンボルである小学校の活性化を願
っている。 

 この活動に見られる、人々のつながり・ネ
ットワークを支えるのは、金銭的な支払と対
価といった等価交換ではない。むしろ、みな、
子ども文楽実践に対して、さまざまなリソー
スをいわば贈与することで、実践成立に貢献
している。 

 こうした贈与の関係を通して、参加者が受
け取るのは、イメージ上のコミュニティーへ
の帰属感である。知己住民へのインタビュー
～は、彼らが自分たちの街を『文楽の街』と
表象していることが明らかになった。 
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